
 

 

原子炉格納容器電気ペネトレーション取替工事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

取替前（キャニスタ型） 取替後（モジュール型） 

キャニスタ型の特長 
（１）貫通部に一体構造で形成し、両側でシールする構造。

 

モジュール型の特長 
（１）シール部を個別化し、両側でシールする構造。 

個々のモジュール単位で交換可能。 

 

 

 

 
 電気ケーブルが通っている原子炉格納容器の貫通部（電気ペネトレーション）について、気密

性を保つ樹脂の経年劣化に対する予防保全として電気ペネトレーションを新品に取り替えます。
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 名    称 型  式 

 取替対象電気ペネトレーション キャニスタ型 

 ※取替済み電気ペネトレーション モジュール型 

 予備の貫通孔（閉止状態） － 

       ※平成２年取替済 
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